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子どもの権利条例検討委員会・地域部会アンケート結果分析 

２００７年６月２０日 

 

回答者の属性 

・２０代・６０代の回答者が多かった。他の部会は「子ども」または「子どもと直接関わ

りのある大人」が対象者であったのに対し、地域部会は、主に「それ以外」の人を想定し

たので、この年齢構成は予想されたことであった。特に、３０代（子育て中の親の多い年

齢層）が少なかったのは、他部会との関連でやむを得なかった。 

 

※総じて、妥当な年齢構成からのアンケートだと思う。 

 

＊以下の文章で、市民モニターでの調査結果を（Ｍ：５割）等と表すことにする。 

 

問１ ～条例作成についての認知度～ 

・「知らない」が、約７割を占めている。 

 

※今後市民への周知に本腰を入れるべきことを示している。     

 

問２ ～子どもが安心安全か～ 

・「思わない」が、約６割（Ｍ:５割）というのは、「思う」の２割弱に比べて、大きな課題

である。 

※子どもが安心安全に生活できるまちづくりも、条例の中に取り入れる必要がある。 

 

問３ ～子どもが自尊意識を持っていると思うか～ 

・「わからない」が約４割強（Ｍ:４割弱）というのは、今の子ども達に直接ふれあう機会

の少ない回答者から見れば、頷ける割合だと思う。 

・「そう思う」が同じく約４割強（Ｍ:５割強）、「思っていない」は約１割である。 

 

※「子どもが自尊意識を持っている」と、堂々と言い切れる状態でないとも見ることがで

きる。北広島市が、まだまだ子ども達に夢を与える街になっていないといえないだろうか。

少なくとも、子ども達の生き生きした姿が街のあちこちで見受けられるまちづくりが必要

であろう。 

 

問４ ～子どもの将来の夢～ 

・「わからない」が約３割強（Ｍ:３割）であるのは、問３と同様、子どもと直接関わりの

ない回答者が多いためと考えられる。 

・「あると思う」が、約６割であるが、小中高校生では６７％が「ある」と回答している。 

※大人が思っているのと同等かそれ以上に、子どもには将来の夢やなりたい職業がある。 

 

問５ ～子どもの意見の尊重のされ方～ 

・「されている」が約１割半（Ｍ:３割弱）であるのに対して、「されていない」が約５割（Ｍ:

約 3.6 割）・「わからない」が 3.5 割と子どもの意見が尊重されていないと いう回答であっ

た。 

※「子どもの意見が尊重される」とは、どういうこと(場所などを含め）なのかは質問か

らも回答からもうかがい知ることが出来ないが、もっと「子どもが主体者」として尊重さ
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れるべきであるという回答者の願いを知ることが出来る。条例として取り上げるべき項目。 

 

問６ ～子どもは健康な生活（遊ぶ・休む・学ぶ）を送っているか～ 

・「思う」３割強（Ｍ:4 割）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:4.5 割）であり、かなり

否定的な見方で回答している。 

・学習熟、習い事、スポーツ少年団など、子ども達がハードな毎日を送っていることが関

係しているのではないか。 

※家庭・地域・社会に対する警鐘ととらえ、条例として取り上げるべき項目。 

 

 問７ ～意見表明権の環境のあるなし～ 

・「ある」が約３割（Ｍ:４割強）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:３割強）というこ

とは、子ども達から少し距離を置いた回答者からは、「子ども達は、自分の意見を述べるこ

とよりも、大人や集団からの考えに従わされている」と映っているのだと考えられる。ま

た、回答者には大学生が相当数含まれており、子ども時代に「自由に表明できなかった」

という実感があるということも考えられる。 

 

※意見表明権に関係する設問である。「自分の意見を自由に述べ、相手の意見を聞く」こ

とは、それ自身が大切なことであると同時に、子ども達が正しい人権意識を育てていくの

に欠かせない教育的役割を持つ。条例として取り上げるべき項目。 

 

問８ ～悩み事を相談出来る環境～ 

・「ある」が１割強（Ｍ:２割）に対して、「思わない」が約７割（Ｍ:５割弱）というのは、

大変な状態にあると考えられる。相談できる大人・教師・親などとの距離が大きいと回答

者は思っているのだと考えられる。 

 

※子ども達の置かれている現状を憂えている回答結果だと思う。人間関係や社会環境   

の変化が子どもの悩みを増幅させ、しかも相談できる環境にないと考える大人が多   

いことは問題だと思う。条例として取り上げるべき項目。 

 

問９-１ ～子どもに関する悩み事相談窓口～ 

・「知っている」「知らない」の回答が半々であった。 

※市として、一層の周知の努力が必要。 

 

問９-２ ～知っている相談窓口～ 

・１位・・・地区の民生・児童委員（Ｍ:１位） 

２位・・・家庭児童相談員・母子自律支援員（Ｍ:２位） 

３位・・・子どもサポートセンター（Ｍ:４位） 

 ４位・・・地域子ども支援センター（Ｍ:５位） 

 ５位・・・子ども電話相談ユーアンドアイ（Ｍ:３位） 

・５位までの「知っている相談窓口」は、市政モニターと同じ。 

・選択肢の中に、子どもが相談できるところが少ない。 

・市政モニターでは「⑩その他」への具体的な回答があったが、地域部会アンケートで

はなかった。市政モニター回答者には、地域部会アンケート回答者に較べ、子育て中の

人の割合が高いので具体的記述があったと考えられる。 
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問１０ ～子どもが一人の人間として尊重されているか～ 

・「思う」が約３割、「思わない」が４割であり、否定的な回答である。 

 

※ 条例として取り上げるべき項目。 

 

問１１ ～虐待やいじめを見・聞きした経験～ 

・「ない」が多数（約７割、Ｍ:７割弱）は当然だと思うが、「ある」が約３割もいたことは

注目すべきである。そのとき、回答者はどういく行動をとったのか、はアンケートからは

知ることはできないが、子どもの権利を考える上で重要なポイントである。 

 

※「いじめ」については定義も難しく、回答者はどうとらえての回答であったのか、「虐

待」についてとの比率はどうであったのかは不明であるが、条例として取り上げるべき項

目。 

 

問１２ ～子どもの権利の中で大切なものは～ 

・１位・・・障がいのある子どもが差別されないこと（Ｍ:２位） 

 ２位・・・暴力やことばで傷つけられないこと（Ｍ:１位） 

 ３位・・・家族が仲良くし、一緒に過ごす時間をもつこと（Ｍ:３位） 

 ４位・・・人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 

 ５位・・・人と違う自分らしさが認められること （Ｍ:４位） 

 

問１３ ～子ども犠牲の事件が社会問題化～ 

・１位・・・おとなのモラルが低下し、おとなも自己中心的になった（Ｍも） 

 ２位・・・近所のおとなが子どもに目を向けなくなった（Ｍも） 

 ３位・・・おとなが子どもの人権を尊重してこなかった（Ｍも） 

・市民モニターの結果と一致している。 

 

問１４ ～子どもはわがままで権利ばかり主張する～ 

・「子ども達に正しい権利を教えてこなかった」と「わがままと権利の主張は全く違う」を

合わせて、約８割の回答があった。「正しい権利学習」が子ども達に保証されることが、子

どもには必要であると回答者は考えているのだと推定できる。 

・「子どもわがまま論」は少なく、大人の責任を問う声が多数である。 

※「権利学習」をしっかりと行うことが、これからの社会を担う人間として大切なことで

ある。条例として取り上げるべき項目。 

 

問１５ ～子どもが遊んでいるか～ 

・「よく見る」「時々見る」をあわせて、ほぼ 6.4 割の回答を得ている。 

「ほとんど見ない」「全く見ない」をあわせて、3.4 割である。 

 このことは、子ども達が外での遊びをしていないことを物語っており、室内で遊んだり、

塾等の習いものに行ったりしていることを想像させる。もちろん少子化で、子ども絶対数

が少なくなっていることも大きな要因であると思う。子どもは、友だちと集団での遊びを

通して、社会性が育っていくものだが、それが欠けているのは大きな問題であると思う。  

※子どもの遊びは、社会性を育てる大きな要因であり、その部分が欠けてきている。 

 

問１６ ～通学・通園の姿を見かけるか～ 
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・「見る」「時々見る」をあわせて約９割近くの回答であった。「子ども達を見る」「顔を合

わせる」という浅い関わり方ではあるが、地域が子ども達との接点をもっていると見るこ

とができる。 

※地域が子どもとの接点をもっていることがわかったが、どのように（より深く）関わっ

ていくのか・関わっているのかは不明である。 

 

問１７ ～近所の子ども達とのあいさつは～ 

・「ある」「時々ある」をあわせて 5.6 割、「ほとんどない」が約３割、「全くない」が 1.4 

割という回答である。「あいさつは、人間関係の入り口」と考えると、約４割以上があいさ

つを交わしていないことは大きな課題であると思う。大人も人間くささのなくなった「砂

漠のような」地域社会になっていることが窺い知ることが出来る。 

※「オアシスのように、潤いある社会」が「子ども達を健全な大人に育てる大切な    

土壌」であることが、（条例の前文あたりで）謳われてもいいのではないだろうか。  

 

問１８ ～子ども遊び場～ 

・「十分ある」「ある程度はある」をあわせて８割の回答である。しかし、「ほとんどない」

「全くない」という否定的な回答も約２割あった。遊び場があり、そこで「社会性」を養

うことが出来るような環境を作るための努力を、大人はする必要がある。 

※市や大人の責任で、健全な遊び場を子ども達に提供する必要がある。 

 

問１９ ～登下校は安全か～ 

・「十分ある」「ある程度はある」をあわせると約７割は安全性の確保がなされていると考

えているが、「あまり」「全くない」をあわせると３割強の回答が不安を持っていることが

わかる。 

※市内各地でさまざまな取り組みはなされているが、それでも不安が大きいと思わ   

れ、どうしたらよいのかを市民と共に考えていくきっかけになると良い。「安全に生きる

こと」とあわせて、条例の項目に。 

 

問２０ ～地域の安全の取り組み～ 

・「なされている」が４割ではあるが、それなりに動いていると感じられる。 

 

問２１ ～有害出版物・画像から守られているか～ 

・８割弱が「あまり」「全く」守られていないとの回答。出版物・テレビ等での有害画像等

は目に余るものがある。北広島のみならず大きな取り組みが必要であると思う。 

※有害なものから子ども達を守るとことは是非とも必要。条例の項目に。 

 

問２２-１・２ ～「学校便り」や「サポートきずな」等を読むか～ 

・「学校便り」「きずな」共にそれなりに読まれているが、「読まない」「知らない」という

回答がそれぞれ、１２．８％、１６．０％あった。子ども達から離れた世代に対するアン

ケートであったことが影響していると思われる。 

 

問２３-１・２ ～子どもの育成に必要なもの～ 

・母親の育児力も父親の育児力も共に「十分ある」「ある程度はある」という回答が多かっ

た。一方で、「ほとんどない」「全くない」との回答１～２割あり、それに対する支援の方

法を今後とも探って行かなくてはならない。 
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※親の育児力の大切さは、言うまでもないが、条例前文などでその意義を謳うことも必要。 

 

 

自 由 記 述 欄 に つ い て 

                                                                        

問１３ ～子ども犠牲の事件が社会問題化～ 

・大人が子どもを守らなくて誰が守るのですか。 

・子ども達の父母だけでは真の教育は出来ない・・・のでは。 

・子どもの支援体制はある程度出来ているが、正常に機能していない。 

※大人・地域がきちんと「教育力」を発揮できなくなっている。条例前文でも謳う必要が

ある。 

 

問１４ ～子どもはわがままで権利ばかり主張する～ 

・そもそも、権利とは何かが子どもに確実に伝わっていないと思うし、大人も誤解してい

る部分があると思う。 

・あまり権利を主張している子どもを見たことがないです。 

・権利とは何かを知るべき、子どもは素直にわがままをするものだ、その上で何を大切に

すべきなのかを教えるべき。（権利があるから主張があるのではない） 

・子どもはいつも権利を主張するものであり、伴う責任を教えるのが、大人の社会性であ

ると思います。 

・子どもに、権利の主張とわがままの違いをきちんと教えていない。 

 ※「子どもに権利」をきちんと教えていくことが、権利と責任の関係を自分のものとし

ていくことになる。 

 

問２０ ～地域の安全の取り組み～ 

※さまざまな形で子どもの安全を守る取り組みがなされている。 

 

問２４ ～子どもの権利についてどう思うか～ 

・子どもの権利を守るためには、親の育てる義務をしっかりと確立させることが必要だと

思います。 

・現状ではあまり大切にされていないと思うのでまず大人が子どもの権利について正しく

認識し、それが守れるように環境を整えていく必要があると思う。 

・子ども自身が自分たちの権利について正しく学べる機会を、もっと増やした方がいいと

思う。 

・権利があるだけでは、子ども達を守ることは出来ないと思います。地域住民の普段から

の交流などつながりが大事。 

・子どもだから大人だからということでなく、一個の人格として大人の側が認め守ってい

くことと思います。 

・次代を担う子ども達は理解ある大人によって己の権利は当然守られ得なければならない

が、家族の一員としての子どもの存在とその有様は一人一人しっかり把握され家族相互の

連帯や社会の中、学校の中の連帯や協調性や自己表現等それぞれの中で身につけさせなけ

ればならないと思う、そうした中で子どもの権利が守られていくことが大切だと思う。 

・４つの権利よく考えると当たり前のことですね。子どもが心豊かに安心して楽しく生活

できることが私たち大人の望みです。子どもの持っている力を信じ、子ども達の心に寄り

添い、何があっても大切な子どもの味方と感じてもらい 心をゆるませ安心感が生まれる
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と自己表現がスムーズになり、相手のことも大切に感じられると思う。 

・子どもの権利というものがあるのは知らなかった。もっと子どものことを考えてみよう

と思う。 

・人としての権利を行使するのは間違っていないと思うが、最近一部の子ども達はその権

利を乱用しているように思う。 

・子どもの時から権利が守られると同時に義務についてもしっかり果たさなければならな

いことを教育現場、社会、家庭内で教えるシステムを作っていく必要があります。 

・子どもの権利条約の批准後においても国（行政）は進めてきてないと思う。だからこの

条約があること自体も知らない人が多いのではないか周知させる手段の必要、当市におい

ても大人の目だけでなく子ども達も多く参画させることが必要と思う。 

・子どもの権利条例を、北広島市において準備されていることは大変有意義なこと。 

・「北広島市子ども権利条例」制定後は、机上の空論に終わら せることなく、子どもとい

う宝を守る立場の我々大人がいかに行動に移し実践していくかがもっとも大切なことであ

り、存在価値と責任を問われることを意識し、微力ながらも協力させてもらおうと思って

います。 

※一部抜粋したが、「子ども権利条例」制定に期待し、それを支える責任は大人にあるこ

と、空論に終わらせてはならないこと、行政の責任、大人の責任を訴えているものが全て

であった。前文や条文に是非とも生かしたいものばかりである。 

 

 


